
国庫補助事業
【別枠分】

地方単独
事業

予算額 3,209,000 0 0 3,209,000

決算額 2,939,793 0 0 2,939,793

差　引 △269,207 0 0 △269,207 0

予算額 968,000 0 0 968,000

決算額 779,350 0 0 779,350

差　引 △188,650 0 0 △188,650 0

予算額 3,942,000 0 0 3,942,000

決算額 3,938,000 0 0 3,938,000

差　引 △4,000 0 0 △4,000 0

予算額 18,043,000 0 0 18,043,000

決算額 18,042,200 0 0 18,042,200

差　引 △800 0 0 △800 0

予算額 2,766,000 0 0 2,766,000

決算額 2,761,000 0 0 2,761,000

差　引 △5,000 0 0 △5,000 0

予算額 14,746,000 1,000,000 0 13,746,000

決算額 14,726,814 1,768,000 1,381,000 11,577,814

差　引 △19,186 768,000 1,381,000 △2,168,186 0

予算額 4,623,000 0 0 4,623,000

決算額 4,679,000 0 0 4,679,000

差　引 56,000 0 0 56,000 0

予算額 3,208,000 0 0 3,208,000

決算額 0 0 0 0

差　引 △3,208,000 0 0 △3,208,000 0

予算額 16,600,000 0 0 16,600,000

決算額 16,600,000 0 0 16,600,000

差　引 0 0 0 0 0

予算額 44,892,000 0 0 44,892,000

決算額 44,799,666 7,473,000 0 37,326,666

差　引 △92,334 7,473,000 0 △7,565,334 0

予算額 34,290,000 0 0 34,290,000

決算額 34,289,200 0 0 34,289,200

差　引 △800 0 0 △800 0

予算額 4,658,000 0 0 4,658,000

決算額 4,656,674 0 0 4,656,674

差　引 △1,326 0 0 △1,326 0

予算額 2,640,000 0 0 2,640,000

決算額 2,640,000 0 0 2,640,000

差　引 0 0 0 0 0

予算額 66,000 0 0 66,000

決算額 0 0 0 0

差　引 △66,000 0 0 △66,000 0

予算額 145,000 0 0 145,000

決算額 144,445 0 0 144,445

差　引 △555 0 0 △555 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（目次）

2 公共施設感染防止対策事業 第１号補正（3/19） 0 0 188,650

1 新型コロナウイルス対策事業 第１号補正（3/19）

国・道
補助金/
地方債

臨時交付金充当可能額

特定財源
番
号

事業名
補正予算
議決時期

事業費

財源内訳

（単位：円）

一般財源
流用額

翌年度
繰越額

不用額

0 0 92,334

第１号補正（3/19） 0 0 4,000

第１号補正（3/19） 0 0 800

第１号補正（3/19） 0 0 5,000

前年度繰越
第１号補正（3/19）

0 0 19,186

0

8
医療・福祉施設等従事者用宿
泊施設確保事業

第１号補正（3/19） 56,000 0 0

第１号補正（3/19） △56,000 0 3,152,000

3
公共的空間安全・安心確保事
業

4 公共施設換気対策事業

5 公共施設衛生環境改善事業

6
子育て支援施設感染防止対
策事業

7
医療・福祉施設等感染予防対
策支援事業

0 269,207

第１号補正（3/19） 0 0 66,000

第１号補正（3/19） 0 0

9
頑張る事業者事業継続支援
事業

10
スーパープレミアム商品券発
行事業

11 観光施設誘客促進事業

12
防災拠点施設感染防止対策
事業

13 小・中学校感染防止対策事業

14 しらかば大学安全確保事業

前年度繰越
第１号補正（3/19）
第３号補正（6/22）

0 0 0

第１号補正（3/19）

800

第１号補正（3/19） 0 0 1,326

第１号補正（3/19） 0 0

0

55515
社会体育施設感染防止対策
事業

第１号補正（3/19） 0 0



国庫補助事業
【別枠分】

地方単独
事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（目次）

国・道
補助金/
地方債

臨時交付金充当可能額

特定財源
番
号

事業名
補正予算
議決時期

事業費

財源内訳

（単位：円）

一般財源
流用額

翌年度
繰越額

不用額

予算額 42,945,000 0 0 42,945,000

決算額 42,913,460 0 0 42,913,460

差　引 △31,540 0 0 △31,540 0

予算額 849,578,000 0 0 849,578,000

決算額 0 0 0 0

差　引 △849,578,000 0 0 △849,578,000 0

予算額 12,680,000 0 0 12,680,000

決算額 12,647,705 6,200,000 6,200,000 247,705

差　引 △32,295 6,200,000 6,200,000 △12,432,295 0

予算額 3,440,000 0 0 3,440,000

決算額 3,424,754 0 0 3,424,754

差　引 △15,246 0 0 △15,246 0

予算額 6,750,000 0 0 6,750,000

決算額 6,750,000 0 0 6,750,000

差　引 0 0 0 0 0

予算額 1,754,000 0 0 1,754,000

決算額 1,753,983 0 0 1,753,983

差　引 △17 0 0 △17 0

予算額 1,000,000 0 0 1,000,000

決算額 0 0 0 0

差　引 △1,000,000 0 0 △1,000,000 0

予算額 1,072,943,000 1,000,000 0 1,071,943,000 (25,763,000)

決算額 218,486,044 15,441,000 7,581,000 195,464,044 (20,884,044)

差　引 △854,456,956 14,441,000 7,581,000 △876,478,956 △4,878,956

16
町内宿泊施設宿泊費助成事
業

17 高度無線環境整備推進事業

前年度繰越
第５号補正（9/22）
第12号補正（3/2）

0 0 31,540

前年度繰越 0 849,578,000 0

18
小・中学校教育活動継続支援
事業

19
まくべつ元気回復応援キャン
ペーン事業

20 頑張る飲食店等支援事業

32,295

第４号補正（9/9） 0 0 15,246

第１号補正（3/19） 0 0

第５号補正（9/22） 0 0 0

※一般財源の合計欄は充当可能額のうち限度額を超過している一般財源額

0 849,578,000 4,878,956合　計

21
小・中学校修学旅行保護者負
担軽減事業

22
全国・全道文化・スポーツ大
会感染症検査費負担軽減事
業

第５号補正（9/22） 0 0 17

1,000,000
第９号補正
（12/14）

0 0



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 3,209,000

決算額 0 0 0 2,939,793

差　引 0 0 0 △269,207

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

3,209,000 0 0 3,209,000 2,939,793 0 269,207

3,209,000 0 0 3,209,000 2,939,793 0 269,207

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

1

　公共施設における新型コロナウイルスの感染防止対策として、アルコール消毒液やハンドソープ等を購
入する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

新型コロナウイルス対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

3,209,000

節

（単位：円）

需用費

【需用費】
ⅰ　公共施設感染防止対策用消耗品
・アルコール消毒液　863,014円
・手指消毒液　　　　689,171円
・ビニール手袋　　　371,022円
・ペーパータオル　　247,995円
・パーテーション　　239,000円
・液体石鹸　　　　　107,669円
・その他　　　　　　421.922円

2,939,793

特定財源

△269,207

事業効果

　アルコール消毒液やハンドソープ等を109の公共施設と75回の介護予防教室や検診、講演会等に設置した
ことで、来庁者や施設利用者の感染リスクの低減を図ることができた。
　また、介護施設でクラスターが発生した際に、初期の感染拡大防止対応が速やかにおこなうため、防護
服やフェイスシールドなど必要な物品を町から支給できるように備蓄することで、対応が後手になりやす
い感染発覚当初の感染拡大防止対策の支援を行う体制の確保につながった。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 968,000

決算額 0 0 0 779,350

差　引 0 0 0 △188,650

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

528,000 0 0 528,000 528,000 0 0

440,000 0 0 440,000 251,350 0 188,650

968,000 0 0 968,000 779,350 0 188,650

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

2

　役場庁舎や支所等、住民窓口に飛沫感染防止用パーテーションを設置する。また、白銀台スキー場トイ
レ手洗い場の自動水栓化改修工事を実施する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

公共施設感染防止対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

968,000

節

（単位：円）

工事請負費

【工事請負費】
ⅰ　白銀台スキー場トイレ手洗い場自動水洗化改修工事費　528,000円
【原材料費】
ⅱ　アクリル板透明 251,350円
　・8,200円（1500*600*2）*23枚*1.1＝207,460円
　・6,650円（1200*600*2）*６枚*1.1＝43,890円

779,350

特定財源

△188,650

事業効果

ⅰ　男子トイレ２基、女子トイレ４基、多目的トイレ１基の計７基の手洗い場を自動水洗化したことで非
接触型での手洗いが可能となり、感染症対策が図られた。
ⅱ　住民窓口を中心に透明のアクリル板を設置したことで、来庁者との感染を防ぎつつ、視界がより鮮明
になったことから来庁者への説明もスムーズになった。

原材料費

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 3,942,000

決算額 0 0 0 3,938,000

差　引 0 0 0 △4,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

132,000 0 0 132,000 132,000 0 0

3,810,000 0 0 3,810,000 3,806,000 0 4,000

3,942,000 0 0 3,942,000 3,938,000 0 4,000

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

3

　庁舎利用者にマスク着用や手洗いの徹底などの感染防止の取組や町内の感染状況等をリアルタイムに発
信することを目的に、デジタルサイネージシステムを設置する。また、近隣センターや公民館において、
「３密（密集・密接・密閉）」の回避と身体的距離を確保するため、机１台につき１人の配置が可能とな
るよう、机・椅子を購入する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

公共的空間安全･安心確保事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

3,942,000

節

（単位：円）

工事請負費

【工事請負費】
ⅰ　庁舎デジタルサイネージ設置工事　132,000円
【備品購入費】
ⅱ　庁舎デジタルサイネージ機器購入　2,431,000円
ⅲ　近隣センター管理用備品
　・机　33,880円×18台＝609,840円
　・椅子　14,275円×18脚≒256,960円
ⅳ　糠内公民館会議用テーブル（15台）　508,200円

3,938,000

特定財源

△4,000

事業効果

ⅰⅱ　庁舎入口にデジタルサイネージを設置したことにより、来庁者が窓口職員に問い合わせるといった
機会が減り、人と人の接触を軽減することができ、感染を未然に防ぐことができた。
ⅲⅳ　近隣センターや公民館において、机１台に１人の配置が可能となるよう机・椅子を購入したことに
より、「３密（密集・密接・密閉）」の回避と身体的距離の確保が図られた。

備品購入費

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 18,043,000

決算額 0 0 0 18,042,200

差　引 0 0 0 △800

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

18,043,000 0 0 18,043,000 18,042,200 0 800

18,043,000 0 0 18,043,000 18,042,200 0 800

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

4

　新型コロナウイルス感染防止のため、換気対策を適切に行うことができるよう、役場庁舎の換気装置集
中制御盤にタイマーを設置する。また、厳冬期における換気対策のため、札内コミュニティプラザの大集
会室の暖房機２台を高性能のものに更新する。さらに、アルコ２３６の全客室17室と新たに１階南側に整
備する客室４室、脱衣室の男女各１室に換気機能の付いたエアコンを設置する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

公共施設換気対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

18,043,000

節

（単位：円）

工事請負費

【工事請負費】
ⅰ　庁舎換気装置タイマー設置工事　1,122,000円
ⅱ　札内コミプラ大集会室暖房機器設置工事　1,564,200円
ⅲ　アルコ２３６エアコン設置工事　15,356,000円
　　既存の全客室17室と新規に１階南側に整備する客室４室、
　　浴場の脱衣室の男女各１室に換気機能の付いたエアコンを設置

18,042,200

特定財源

△800

事業効果

ⅰ　自動で役場庁舎のエコボイドを開閉することにより、定期的な換気ができ、新型コロナウイルス感染
症の防止につながった。
ⅱ　札内コミュニティプラザ大集会室の暖房機２台を高性能のものに更新することにより、厳冬期におい
ても十分な換気を行うことができ、新型コロナウイルス感染防止に大きく効果があったとともに、施設使
用の利便向上が図られた。
ⅲ　客室（22基）と浴場脱衣室（２基）に換気機能付きエアコン（計24基）を設置し、手動のみの換気か
らエアコン稼働による換気が可能となり、新型コロナウイルス感染症の対策が図られた。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 2,766,000

決算額 0 0 0 2,761,000

差　引 0 0 0 △5,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

2,766,000 0 0 2,766,000 2,761,000 0 5,000

2,766,000 0 0 2,766,000 2,761,000 0 5,000

【負担金補助及び交付金】
幕別パークプラザのトイレ洋式化　2,761,000円
　工事価格2,510,000円　消費税251,000円

2,761,000

特定財源

△5,000

事業効果
　トイレの衛生環境の改善とウイルス飛散防止のため、和式トイレの洋式化改修とウォシュレット付き便
座への交換工事を行い、併せて、シングルレバー水栓を自動水栓に交換し、扉を外開きに改修すること
で、新型コロナウイルスの感染予防を図ることができた。

合　計

決算額内訳

充当可能予算
額と決算額等

2,766,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

5

　幕別パークプラザ１階トイレの衛生環境を改善するため、和式トイレの洋式化改修工事、手洗い場の自
動水栓化改修工事を実施するための費用を幕別町商工会に補助する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

公共施設衛生環境改善事業

事業概要

事業費



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 1,000,000 0 0 13,746,000

決算額 1,768,000 0 1,381,000 11,577,814

差　引 768,000 0 1,381,000 △2,168,186

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

1,046,000 723,000 0 1,769,000 1,765,214 0 3,786

11,572,000 0 0 11,572,000 11,572,000 0 0

0 450,000 0 450,000 440,000 0 10,000

955,000 0 0 955,000 949,600 0 5,400

13,573,000 1,173,000 0 14,746,000 14,726,814 0 19,186

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

6

　町立保育所、へき地保育所、学童保育所における新型コロナウイルスの感染防止対策として、冬期間の
手洗い励行のため、温水化改修工事を実施する。

前年度繰越
第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

子育て支援施設感染防止対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

14,746,000

節

（単位：円）

需用費

【需用費】
ⅰ ・ペーパータオル　494,736円
・アルコールディスペンサー　22,500円
・アルコール消毒液　1,065,212円
・飛沫防止パーテーション　92,080円
・フェイスシールド　15,540円
・子ども用マスク　57,986円
・液体ハンドソープ　17,160円
【工事請負費】
ⅱ　保育所給湯設備設置工事　　　8,503,000円
　　学童保育所給湯設備設置工事　3,069,000円
【備品購入費】
ⅲ　ハイブリッド式加湿器　計７台　440,000円
【負担金補助及び交付金】
ⅳ　感染防止対策事業補助金　949,600円
　　　札内青葉保育園　　427,500円
　　　札内南保育園　　　427,500円
　　　のびのび保育所　 　94,600円

14,726,814

特定財源

△19,186

事業効果

ⅰⅲ　ペーパータオルやアルコール消毒液、加湿器を配置することで、常設保育所や学童保育所の児童及
び職員等の新型コロナウイルス感染防止対策が図られた。
ⅱ　常設保育所と学童保育所に給湯設備を設置することで、冬期間でも児童の手洗い励行が図られ、新型
コロナウイルスの感染拡大防止につながった。
ⅳ　私立保育園に感染防止対策事業補助金を交付することにより、アルコール消毒液等の消耗品や加湿器
を購入することができ、新型コロナウイルス感染防止対策が図られた。

工事請負費

備品購入費

負担金補助及び交付
金

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 4,679,000

決算額 0 0 0 4,679,000

差　引 0 0 0 0

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

4,623,000 0 56,000 4,679,000 4,679,000 0 0

4,623,000 0 56,000 4,679,000 4,679,000 0 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

7

　町内の医療、福祉施設等を運営する事業者に対し、新型コロナウイルス感染拡大防止を支援することを
目的に、施設等の消毒や洗浄等に要する費用の一部を、事業所ごとの区分と定員に応じて定額で支援す
る。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

医療・福祉施設等感染予防対策支援事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

4,679,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
ⅰ　訪問介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅介護支援、相談支援　　19件380,000円（区分
割：20,000円*19件）
ⅱ　通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護、認知症対応型通所介護、小規模多機能型
居宅介護、生活介護、就労継続支援Ｂ型、児童発達支援、放課後等デイサービス、薬局　　32件1,398,000
円（区分割：30,000円*32件、定員割：1,000円*438人）
ⅲ　認知症対応型協働生活介護、共同生活援助、地域密着型介護老人福祉施設、介護老人福祉施設、有料
老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、診療所　　39件2,691,000円（区分割：50,000円*39件、定員割：
1,000円*741人）
ⅳ　病院　１件210,000円（区分割：100,000円*１件、定員割：1,000円*110人）

4,679,000

特定財源

0

事業効果
　福祉、医療、介護施設における施設消毒等感染予防対策に係る費用の一部を助成することで、日々、継
続的に行われている感染予防対策の支援が図られた。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 3,152,000

決算額 0 0 0 0

差　引 0 0 0 △3,152,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

3,208,000 0 △56,000 3,152,000 0 0 3,152,000

3,208,000 0 △56,000 3,152,000 0 0 3,152,000

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

8

　町内の医療、福祉施設等において、新型コロナウイルス感染症の感染者等（濃厚接触者、感染が疑われ
る者を含む。）が発生した際に、直後の感染拡大防止の観点から、感染者等と接する業務に従事する施設
職員の同居家族等への感染を防ぐため、当該職員の一時的な滞在場所として、町内の宿泊施設を借り上
げ、その宿泊に要する費用を負担する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

医療・福祉施設等従事者用宿泊施設確保事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

3,152,000

節

（単位：円）

使用料及び賃借料

【使用料及び賃借料】
※支出なし

0

特定財源

△3,152,000

事業効果
　実績はないが、濃厚接触者の介護などの支援を行う施設職員が仕事を継続していても宿泊施設を利用す
ることで、家族など同居する人への感染拡大するリスクを減らすことができる。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 16,600,000

決算額 0 0 0 16,600,000

差　引 0 0 0 0

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

16,450,000 150,000 0 16,600,000 16,600,000 0 0

16,450,000 150,000 0 16,600,000 16,600,000 0 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

9

　「新北海道スタイル」の実践に取り組む町内企業や事業者（令和２年11月～令和３年１月の月平均の売
上が減少し、かつ月平均の減少額が10万円以上の事業者）に対して、事業継続を応援するため給付金を支
給する。

前年度繰越
第１号補正（3/19）
第３号補正（6/22）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

頑張る事業者事業継続支援事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

16,600,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
交付金対象事業者：39事業者　16,600,000円
　150,000円×６事業者＝ 　900,000円
　300,000円×４事業者＝ 1,200,000円
　500,000円×29事業者＝14,500,000円

16,600,000

特定財源

0

事業効果

　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、経済的な影響を受けている町内の中小企業、小規模事業
者、個人事業主に対して、交付金を交付することにより、事業者の事業継続を支援することが出来た。
　また、令和３年10月28日からの北海道の集中対策期間の開始、ＧｏＴｏキャンペーンの利用停止などに
より、国の支援を受けてもなお苦しい事業者を支援することができた。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 44,892,000

決算額 7,473,000 0 0 37,326,666

差　引 7,473,000 0 0 △7,565,334

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

44,892,000 0 0 44,892,000 44,799,666 0 92,334

44,892,000 0 0 44,892,000 44,799,666 0 92,334

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

10

　新型コロナウイルス感染症終息の兆しが見えた段階において、速やかに消費の喚起と経済の循環を図る
ため、プレミアム率50％（うち30％分を飲食店及び宿泊業に限定）とするスーパープレミアム商品券を幕
別町商工会が発行し、このうち町がプレミアム分と事務経費を補助する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

スーパープレミアム商品券発行事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

44,892,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
ⅰ　商品券（プレミアム分）
　　500円×（2,500円/7,500円）×22,420枚＝37,365,000円
ⅱ　商品券等印刷費：3,709,519円
ⅲ　広告宣伝費：　　　792,330円
ⅳ　事務経費：　　　2,853,167円
ⅴ　保険料： 　　　　　79,650円

44,799,666

特定財源

△92,334

事業効果
　これまでのプレミアム率20％に加え、特に経済的な影響が大きい飲食、宿泊に限りプレミアム率を30％
上乗せし、総額50％のスーパープレミアム商品券を発行したことで、地域経済の喚起をすることができ
た。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 34,290,000

決算額 0 0 0 34,289,200

差　引 0 0 0 △800

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

30,840,000 0 0 30,840,000 30,839,600 0 400

3,450,000 0 0 3,450,000 3,449,600 0 400

34,290,000 0 0 34,290,000 34,289,200 0 800

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

11

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、宿泊や宴会等で大きな影響を受けているアルコ２３６に
おいて、アフターコロナを見据えた誘客の促進と経済活動の回復を図ることを目的に、次の事業を実施す
る。
ⅰ　大人数での宴会場利用が激減していること、繁忙期には恒常的に予約満室状態となっていることか
ら、第２宴会場を客室４部屋に改修する。
ⅱ　繁忙期の予約満室状態の解消とコロナにより遠のいた客足を以前の水準に取り戻すため、グランピン
グ設備として、施設南側敷地に２基のデッキと通路を設置する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

観光施設誘客促進事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

34,290,000

節

（単位：円）

工事請負費

【工事請負費】
ⅰ　客室改修：26,510,000円
　　２箇所の宴会場のうち、１箇所の宴会場を客室４室に改修
ⅱ　グランピング：4,329,600円
　　ホテル南側敷地にグランピング施設２基を整備
　　　①架台設置　　　 823,900円
　　　②デッキ整備　　 865,700円
　　　③通路等整備 　1,089,000円
　　　④植栽　　　　 1,100,000円
　　　⑤電気配線等　 　451,000円
【備品購入費】
ⅲ　上記ⅰの客室改修に伴う備品：3,449,600円
　　寝具一式、テレビ、椅子、カーテン等

34,289,200

特定財源

△800

事業効果

ⅰⅲ　コロナ禍により、宴会場の利用頻度の回復が見込まれないことから、２箇所のうち、１箇所の宴会
場を客室４室に改修し、コロナ回復期に向け、個室の宿泊者数の増加と遊休施設の有効活用が実現し、誘
客促進が図られた。
ⅱ　コロナ禍においても需要の高いグランピング施設（デッキ２基 等）を新規に整備することにより、新
たなコンテンツによる誘客が図られた。
　※　7/1～11/7　延べ宿泊件数133泊、宿泊者数375人

備品購入費

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 4,658,000

決算額 0 0 0 4,656,674

差　引 0 0 0 △1,326

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

4,358,000 0 0 4,358,000 4,356,704 0 1,296

300,000 0 0 300,000 299,970 0 30

4,658,000 0 0 4,658,000 4,656,674 0 1,326

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

12

　防災拠点である消防施設において、新型コロナウイルスの感染防止を徹底するため、感染防止対策用消
耗品と感染防止対策用備品を購入する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

防災拠点施設感染防止対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

4,658,000

節

（単位：円）

需用費

【需用費】
ⅰ　救急感染防護衣：2,348,610円
　　上衣59着（インナー付き・文字入り）、ズボン56本
ⅱ　感染防止用救急消耗品：1,930,874円
　　フェイスシールド、感染防護用メガネ、ディスポシーツ、毛布、感染防護用フード、
　　手指消毒液、カバーオール 外
ⅲ　感染防止用庁舎用品：77,220円
　　パーテーション36枚
【備品購入費】
ⅳ　感染防止用備品　299,970円
　　リモート会議用モニター（液晶テレビ55型）、ディスプレイスタンド、HDMIケーブル各３

4,656,674

特定財源

△1,326

事業効果

ⅰⅱ　感染リスクの高い救急隊員に対し、感染防止衣等を整備することにより感染予防を図り、コロナ禍
における救急業務体制を強化することができた。
ⅲⅳ　庁舎の各窓口、事務室内等にパーテーションを設置したことやリモート環境の整備により、対面に
よる飛沫感染リスクの低減や３密回避等の感染防止対策が図られた。

備品購入費

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 2,640,000

決算額 0 0 0 2,640,000

差　引 0 0 0 0

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

2,640,000 0 0 2,640,000 2,640,000 0 0

2,640,000 0 0 2,640,000 2,640,000 0 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

13

　小・中学校における新型コロナウイルスの感染防止対策として、冬期間の手洗いを励行のため、手洗い
場の温水化改修工事を実施する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

小・中学校感染防止対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

2,640,000

節

（単位：円）

工事請負費

【工事請負費】
学校施設給湯設備設置工事　2,640,000円

2,640,000

特定財源

0

事業効果
　手洗い場の温水化により、児童生徒の手洗い励行のための環境が整備され、新型コロナウイルス感染防
止に大きく効果があった。また、手洗い場の温水化が未整備だった３校（糠内小、忠類小、忠類中）を今
回整備したことにより、町内14校すべての手洗い場の温水化が完了した。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 66,000

決算額 0 0 0 0

差　引 0 0 0 △66,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

66,000 0 0 66,000 0 0 66,000

66,000 0 0 66,000 0 0 66,000

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

14

　幕別町しらかば大学の開催に際し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、「３密（密集・
密接・密閉）」の回避と身体的距離を確保するため、クマゲラ校専門科目の受講者の送迎について、町の
福祉バスで不足する分を借上げバスにより対応する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

しらかば大学安全確保事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

66,000

節

（単位：円）

使用料及び賃借料

【使用料及び賃借料】
※　支出なし

0

特定財源

△66,000

事業効果
　しらかば大学卒業式で利用予定であったが、参加者が少なかったため未利用となった。今後、大人数で
の行事を行う際には必要な支援である。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 145,000

決算額 0 0 0 144,445

差　引 0 0 0 △555

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

145,000 0 0 145,000 144,445 0 555

145,000 0 0 145,000 144,445 0 555

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

15

　新型コロナウイルス感染防止対策として、小学校の水泳授業でも利用する町民プールの混雑緩和のた
め、更衣室に入る人数を制限する必要があることから、更衣室の混雑が特に見込まれる２か所の町民プー
ルに臨時的にユニットハウスを設置する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

社会体育施設感染防止対策事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

145,000

節

（単位：円）

使用料及び賃借料

【使用料及び賃借料】
臨時更衣室（ユニットハウス借上）
　・町民プール２か所（札内南・札内北）：144,445円

144,445

特定財源

△555

事業効果
　ユニットハウスを更衣室として借上げたことにより、プール利用者の３密を回避し、利用者の感染機会
の低減を図ることができた。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 42,945,000

決算額 0 0 0 42,913,460

差　引 0 0 0 △31,540

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

0 207,000 0 207,000 177,760 0 29,240

12,600,000 30,138,000 0 42,738,000 42,735,700 0 2,300

12,600,000 30,345,000 0 42,945,000 42,913,460 0 31,540

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

16

　新型コロナウイルス感染症により影響を受けている宿泊施設に対する経営支援として、町内宿泊施設の
宿泊費用の２分の１以内（上限5,000円／人）を施設に対して助成する。

前年度繰越
第５号補正（9/22）
第12号補正（3/2）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

町内宿泊施設宿泊費助成事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

42,945,000

節

（単位：円）

役務費

【役務費】
ⅰ　広告料：177,760円
　・地元新聞紙月極広告33,000円×２か月（４月、５月）
　・地元情報誌広告：111,760円×１か月
【負担金補助及び交付金】
ⅱ　令和３年度（実績）
　　9,842人（10,222泊）　42,735,700円

42,913,460

特定財源

△31,540

事業効果
　新型コロナウイルス感染拡大に影響を受けて宿泊客が減少した宿泊施設へ宿泊費の割引分を補助するこ
とにより、誘客促進による経済支援を図り、事業継続を支援することができた。

負担金補助及び交付
金

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 849,578,000

決算額 0 0 0 0

差　引 0 0 0 △849,578,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

0 849,578,000 0 849,578,000 0 849,578,000 0

0 849,578,000 0 849,578,000 0 849,578,000 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

17

　新型コロナウイルス感染症への対応を進めるうえで、「新たな生活様式」に必要な情報通信基盤の整備
が急務であることから、小・中学校のオンライン授業やスマート農業に欠かせない高速情報通信の未整備
地域を解消するため、農村地域を含めた町内全域で光回線網の整備を進める。

前年度繰越

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

高度無線環境整備推進事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

849,578,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
令和４年度へ全額繰越

0

特定財源

△849,578,000

事業効果

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 12,680,000

決算額 6,200,000 0 6,200,000 247,705

差　引 6,200,000 0 6,200,000 △12,432,295

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

0 3,290,000 0 3,290,000 3,281,862 0 8,138

0 9,390,000 0 9,390,000 9,365,843 0 24,157

0 12,680,000 0 12,680,000 12,647,705 0 32,295

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

18

　小・中学校において感染症対策等を徹底しながら学校教育活動を円滑に継続するため、児童生徒・教職
員等の感染症対策に必要となる物品の購入や、教職員の感染症対策等に資する研修、オンライン学習等に
資するＩＣＴ研修、その他自己研鑽のために必要となる研修図書などの経費を支援する。
　また、児童生徒の学びの保障のため、感染の状況や児童生徒の状況に応じた学校での教育活動や家庭学
習を実施するために必要となる物品を購入する。

第１号補正（3/19）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

小・中学校教育活動継続支援事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

12,680,000

節

（単位：円）

需用費

【需用費】
ⅰ　支援用消耗品費：3,281,862円
　　感染症対策・学習保障、教職員の資質向上のための研修用教材等
　　（マスク、手指消毒液、ビニール手袋、ペーパータオル等）
【備品購入費】
ⅱ　支援用備品購入費：9,365,843円
　　感染症対策・学習保障
　　（大型冷風機、加湿器、短焦点プロジェクター等）

12,647,705

特定財源

△32,295

事業効果
　小・中学校における児童生徒・教職員等の感染症対策に必要となる物品と学びの保障に必要な物品を整
備することにより、学校教育活動を円滑に継続することができた。

備品購入費

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 3,440,000

決算額 0 0 0 3,424,754

差　引 0 0 0 △15,246

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

3,440,000 0 0 3,440,000 3,424,754 0 15,246

3,440,000 0 0 3,440,000 3,424,754 0 15,246

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

19

　新型コロナウイルス感染症による販売不振やイベント中止などの影響を受け、苦境に立たされている生
産者や飲食店を支援するため、町内産の農産物と特産品（チーズ等）の詰め合わせの予約販売をドライブ
スルー形式により行う。（農産物及び特産品を特別価格で販売する事業者に対し、本来価格と特別価格と
の差額を補助する。）
また、新型コロナウイルス感染症による消費喚起を図るため、観光物産協会会員の事業所で買い物した顧
客に対し、スクラッチくじを実施することにより、誘客促進と経済的な支援を図る。（会員事業者から景
品を購入するとともに、会員事業所で使用可能な300円割引券を景品とすることで、事業者支援を行う。）

第４号補正（9/9）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

まくべつ元気回復応援キャンペーン事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

3,440,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
観光物産協会補助金：3,424,754円
　・ドライブスルー幕別産業まつり　　　　　　870,011円
　・忠類どんとこいドライブスルー　　　　　　829,563円
　・まくべつ応援！スクラッチキャンペーン　1,725,180円

3,424,754

特定財源

△15,246

事業効果

　農畜産物や特産品を販売することにより、観光物産協会員事業者や生産者の支援に繋がるとともに、例
年、町内イベントで販売する商品の購入を楽しみにする方々から多く購入申込があり、特産品のＰＲと地
域活性化を図ることができた。
　また、幕別町観光物産協会員事業所での買物客にスクラッチくじを配布する事業では、事業所のＰＲと
誘客促進につながった。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 6,750,000

決算額 0 0 0 6,750,000

差　引 0 0 0 0

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

6,750,000 0 0 6,750,000 6,750,000 0 0

6,750,000 0 0 6,750,000 6,750,000 0 0

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

20

　業種別ガイドラインによる感染予防対策の実践に取り組む町内飲食店のうち、令和３年８月または９月
の売上額が前年もしくは前々年の同月と比較して20％以上かつ20万円以上減額しているもの、また、福祉
輸送サービスを除く一般乗用旅客自動車運送業者、自動車運転代行業者のうち、令和３年８月または９月
の売上額が前年もしくは前々年の同月と比較して20％以上減額しているものに対して、一律15万円の給付
金を支給する。

第５号補正（9/22）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

頑張る飲食店等支援事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

6,750,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
ⅰ　飲食業
　・150,000円×41件＝6,150,000円
ⅱ　一般乗用旅客自動車運送業・自動車運転代行業
　・150,000円×４件＝　600,000円

6,750,000

特定財源

0

事業効果
　新型コロナウイルスの感染拡大により最も影響を受けている町内の飲食業・一般乗用旅客自動車運送業
（福祉輸送サービス業を除く）・自動車運転代行業の事業者を支援することで、事業継続を支援すること
が出来た。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 1,754,000

決算額 0 0 0 1,753,983

差　引 0 0 0 △17

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

1,754,000 0 0 1,754,000 1,753,983 0 17

1,754,000 0 0 1,754,000 1,753,983 0 17

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

21

　新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言により、修学旅行の延期により発生したキャンセル料金につ
いて、保護者の負担軽減を図るためキャンセル料の全額を補助する。

第５号補正（9/22）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

小・中学校修学旅行保護者負担軽減事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

1,754,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
緊急事態宣言発令による修学旅行延期に伴うキャンセル料
５小中学校：1,753,983円
　・幕別小 　：135,744円（9/ 9-9/10）
　・白人小　 ：148,530円（9/14-9/15）
　・札内南小 ：534,829円（9/ 9-9/10）
　・札内東中 ：656,040円（8/31-9/ 3）
　・忠類中 　：278,840円（8/31-9/ 3）

1,753,983

特定財源

△17

事業効果
　小・中学校の修学旅行について、新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言により発生したキャンセル
料の全額を補助することで、保護者の負担軽減が図られた。

合　計

決算額内訳



番号 事業名

国庫補助事
業分【別枠】

地方単独
事業分

予算額 0 0 0 1,000,000

決算額 0 0 0 0

差　引 0 0 0 △1,000,000

予算額
①

前年度
繰越額

②

流用額
③

充当可能
予算額

①+②-③=④

決算額
⑤

翌年度
繰越額
⑥

不用額
④-⑤-⑥

1,000,000 0 0 1,000,000 0 0 1,000,000

1,000,000 0 0 1,000,000 0 0 1,000,000

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　充当事業決算状況調（個表）

補正時期

事業費
（全体）

22

　部活動や文化・スポーツ活動の全国大会、全道大会の出場に際して、主催者からＰＣＲ検査を要請され
た場合、小学生、中学生とその引率者を対象に、１人２万円を上限に検査費用を助成する。

第９号補正（12/14）

国・道
補助金

地方債
臨時交付金充当可能額

全国・全道文化・スポーツ大会感染症検査費負担軽減事業

事業概要

事業費

充当可能予算
額と決算額等

1,000,000

節

（単位：円）

負担金補助及び交付
金

【負担金補助及び交付金】
※　支出なし

0

特定財源

△1,000,000

事業効果
　令和３年度中に支出は無かったが、全国大会、全道大会の出場に際して、主催者からＰＣＲ検査を要請
された場合には、必要な支援である。

合　計

決算額内訳


